
義足ユーザーの日常生活環境での転倒に対する 
強制排気による陰圧ソケットシステムがもたらす影響 

VASS以外の懸垂と比較した場合、VASSは： 
→下腿切断者（TTA）の転倒リスクの軽減 
  被験者 ≧ 1回転倒： VASSでは、54.6%減  
  被験者 ≧ 2回転倒： VASSでは、75%減 

参照文献 

対象製品 

主要所見 

VASS（強制排気による陰圧ソケットシステム） ＊ vs 非VASS 
＊ハーモニーポンプ（機械式、eパルス）、Unityポンプ（Ossur）、Limb logicポンプ
(Willowwood) 
 

結果は、2つの切断者サブグループ、下腿切断者（TTA）と、大腿切断者
（TFA）と膝離断者の、VASSと非VASSユーザーについて分析された。 

VASSにおいて転倒リスクが減少 
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活動レベル         

VASS：15名の片側切断者（11名の下腿切断、2名の
膝離断、2名の大腿切断） 
  

非VASS：12名の片側切断者（4名の下腿切断、1名の
膝離断、7名の大腿切断） 
  

吸着、ピン懸垂、KISS 
  

VASS：事故(53.3%)、感染症(13.3%)、先天性(13.3%)、 
糖尿病(6.6%)、骨髄炎(6.6%)、外科合併症(6.6%) 
  

非VASS：事故(33.3%)、骨肉腫(33.3%)、痛みまたは
RSD(16.7%)、感染症(8.3%)、糖尿病(8.3%) 
  

VASS：   52.3 ± 12.7歳 
  

非VASS：49.8 ± 11.1歳 
  

VASS：   11.6 ± 11.7年 
  

非VASS：18.1 ± 19.7年 
  

報告なし 
 

個体群 

研究デザイン 介入,非ランダム試験： 

著者による容認した制限： 
VASSグループに少数の大腿義足被験者(4名)と、非VASSグループに少数の下腿
義足被験者(4名)がいる非均等なサンプルサイズである。 



結果 

項目 評価法 非VASSと比較したVASSの結果 評価* 

バランス ABCスケール
（Activities-Specific 
Balance Confidence 
Scale） 

下腿義足のVASSと非VASSを比較して違いは見られ
ない（+5.3%）。 
  

大腿義足の非VASSと比較して、VASSでは21.3減少
した。 
  

0 
 
  

- 

躓き 躓く回数： 
下腿義足（+73.3%）と大腿義足（-4.4%）において、
VASSと非VASSで違いは見られない。 
  

被験者 ≧ 1回躓く： 
下腿義足（+31.8%）と大腿義足（-12.5%）において、
VASSと非VASSで違いは見られない。 
  

 
0 
 
 
  

0 

転倒 転倒回数： 
下腿義足において、転倒回数はVASSは72.2%少ない。 
大腿義足において、転倒回数に違いは見られない 
（-33.3%）。 
  

被験者 ≧ 1回転倒： 
下腿義足において、少なくとも1回転倒する被験者数
は、VASSは54.6%少ない。 
大腿義足において、少なくとも1回転倒する被験者数
に違いは見られない（-12.5%）。 
  

被験者 ≧ 2回転倒： 
下腿義足において、2回以上転倒する被験者数は、
VASSは75%少ない。 
大腿義足において、2回以上転倒する被験者数に違
いは見られない（-12.5%）。 
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機動性、活
動性、日常
生活動作 

LCI5指標（Locomotor 
Capability Index） 

下腿義足（-1.8%）と大腿義足（+6.5%）において、
VASSと非VASSで違いは見られない。 
  

0 

Houghton スケール 下腿義足（-1.9%）において、VASSと非VASSで違いは
見られない。 
大腿義足において、VASSは14.4%減少した。 
  

0 
 
- 

*評価の表示について：変化なし（0）、プラスの傾向（+）、マイナスの傾向（-）、顕著な結果（++/--）、範囲外（n.a） 



執筆者のまとめ 

今回の結果では、下腿義足においてVASSは転倒のリスクを軽減できるという初
期の証拠を提供することを目的としている。 
懸垂の種類、コンポネント、VASS使用前の転倒の履歴、および様々な研究デザ
インを考慮した、より大規模で制御された研究が、下腿義足および大腿義足にお
ける転倒に対するVASSの真の影響を判断するためには必要である。 
（Rosenblatt & Ehrhardt など,2017） 


